
数学Ⅰ第９報告課題の手引き～１２月２１日のスクーリングで解説～ 

１  

① 

階級値の計算の仕方＝ 
階級の最小値＋階級の最大値 

２ 

度数の数え方・・・正の字を書いて地道に数えましょう。 

②相対度数の計算はどこまでか・・・四捨五入により小数第２位まで。 

                 合計が１．００になるように調整するのが一般的であるが、 

本問ではその必要はない。 

 

２ 

①仮平均による計算の仕方を紹介しましょう。 

仮平均を５０（いくつでもよい。後で計算が楽なもの。）としたとき、 

体重 ５０ ４４ ６２ ７０ ５５ 

体重－仮平均 ０ －６ １２ ２０ ５ 

平均値の計算の仕方＝ 
０－６＋１２＋２０＋５ 

５ 

    これで計算できます。 

③左から昇順（小→大）に並べると、 

 ４４，５０，５５，６２，７０ 

        ↑ 

            これが、中央値 

 

３ 

                  これらの中央値（第２四分位数） 

                        ↓ 

 奇数個の場合： ○ ○ ○ ・・・ ○ ○ ○ ・・・ ○ ○ ○ 

 

             （第１四分位数）      （第３四分位数） 

 

                  これらの中央値（第２四分位数） 

                        ↓ 

 

 偶数個の場合： ○ ○ ○ ・・・   ○ ○   ・・・ ○ ○ ○ 

 

             （第１四分位数）     （第３四分位数） 

箱ひげ図のかき方 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

③“数学の分散”の計算の仕方＝
         
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⑤標準偏差＝ 分散  と計算することになっています。 

  電卓を使って計算しましょう。 

⑥計算の仕方を教科書で調べてみましょう。 

 

 

 

 

⑦計算の仕方を教科書で調べてみましょう。 

 2 ＝１．４１として、四捨五入により小数第２位まで計算して下さい。 

 

正の相関について、0～0.2 ほとんど相関なし 

         0.2～0.4 弱い相関 

         0.4～0.7 比較的強い相関 

         0.7～１ 強い相関 

                  と判定するのが一般的です。 
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